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：

過
激
派
の
露
國
政
黨
に
於
け
る
地
位
を
理
解
せ
ん
が 

:

爲
め
ぱ
は
露
國
讅
政
黧
'0
現
狀
に
通
中
る
の
要
办
る
こ\ 

で
云
ふ
を
俟
た
ず
。
兹
に
記
す
る
'も
の
は
1
九
一
七
年 

三
月
の
革
命
以
後
、
現
存
す
る
.諸
政
黨
な
り
ミ
し
て 

w'
t
i
e
i 

Buisson 

の 

Les B
91ch6v

g
(
S
I
7
-
I
9
S
)

に

錄

所

に

據

b
右
a
ょ
b
順
次
左
黨
.の
諸
派
を
略 

說
す
る
も
の
な
!)
,。
而
し
て
原
著«-
が
其
材
料
の
大
部
へ 

分
を 

victorof .

.の JLa, 

-premiwre 

annde 

de 

la 

Revolution 3sse 

に
假
る
も
の
な
る
，J y

s

31
:
特
R
if 

.る
所
な
&

,°

1.へ
十 hi;

黨

M
e
w 

octobristes)

.L

九

〇
五

年

十

月

三

十

：日
(

露
曆
十
七
日)

を

以

て

後. 

せ
ら
れ
ぬ
る
舊
露
帝
0
憲
：法
發
布
の
宣
言
を
此
黨
の
.主 

義
ミ
爲
す
に
因
5
自
£
十
月
黨
ビ
稱
す
。
今
，
自
由
共 

Tn
黨
へParti

妄
6邑

r
e
p
u
.g
c
a5*) 

S呼
び
其
本
來
の 

政
綱
を
變
M
し

^
^
^
.
。
,
革

命

後

假

政

府

0
第
"一

ft
调
に 

軍
務
卿
^̂

V,

しGoutchkof

そ
の
首
領
た
り
。
頭
數
多 

か
ら
す
ミ
雖
も
、
上
級
有
產
階
級
を
代
表
し
、
戰
時
中 

聯
合
國
侧
に
腺
方
し
れ
か
。

急
進
民
主
黨(parti Tadical dmmocrate)

舊
國
會
R
於
け
る
進
步
派
：の
領
釉
た
り
しEfremof 

及

びBernatsky

之
を
率
ゆ
。
日
刊otetchestvo (

國)

を
.
.0
機
關
新
間
な
&
。
勢
力
振
は
ず
。

3
、
立
*
民
主
黨(parti 

constitutio

目 el 

d
6-3
?

:
crate) 

•

略

獬

し

て

-^
，p

又

はCadet 

S呼
ば
る 
>
も
の 

是
れ
な 

b
:0
x

A

s

las
'»(

p
a
r
t
l 

de 

l
a

G
'-
c
r
e
r
t
d 

du peuple))

の
名
あ
り
。

一
九
〇
五
年
十
月
一

一

十I

日

f
l鱗 

一
 

5
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f
 

i
 C

四1

七
^

雜
錄
髂
國
政
髂
ぜ
過
馓
派
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hiII

烯

十

四

怨(H
n

八)

各
雜
、
錄

—

戡
國
政
激
ど
過
激
浪
，

■第
3
铖

〗
I

穴

を
以
て
浏
立
せ
ら
れ
r
EIi
l
は
議
會
的
及
び
民
主
的
共 

和
國
た
る
可
く
立
法
權
は
人
民
の
代
表
*
の
手
中
に
歸 

す
可
し」

ど
0
主
_
を
泰
じ
典
和
國
の
大
統
缻
«
議
禽 

に
.對
し
責
任
を
負
ふ
 ̂J

V

な
き
も
ft
開
？
rれ
を
負
ひ
兩 

者
を
以
て
行
政
權
を
構
成
す
可
^
こ
S
を
主
張
す
る
も 

土
地
即
題
に
關
す

る

主
義
は
不
明
な

6

。非
社
會
黨
中
、
.
 

最
も
有
力
な
る
政
派
に
し
て
^

d

K
 

Milipukof, 

Vinaver/ M
a
k
l
a
k
o
f

等
そ
の
領
釉
た-

c
v
o

一
 

九J

八

年
.

」

刃
六
日
、
憲
法
議
#
開
#
の
當
日
腊
殺
甘
ら
れ
れ 

る

C
M
n
g
a
r
e
f

及
びK

o
k
o
c
h
k
i
n
e

の
雨
人
も
此
の
黨 

の
有
力
者
な
り
き
。
日

刊Rietch 

(

言
論)

を
ぺ
ト
P 

.グ
ラ
I
ド
よ
.

cs 

HousskHa; ViedomostT

を
莫
斯
科
よ

:
b:m
行
す
。
，

,

::

4
、
民
衆
社
會
黨 
‘ (.Le parti” PQPUIal.re 

sodaliste 

，又
は 

socialiste p

o.PHliste)

ヽ一

九
〇
六
年
第
ー
«
會
の
解
散
當
時
箪
命
社
會
鐵
、

(parti 

SOCIaHsfe 

revolutioBaire)
、x>CNI::b̂

-
」

：-
2
6

も
の
祀
し
て
ー
ブ
ロ
タ
ズ
A
を
排
す
る
點
に
於
て
舊
a
ば 

梢
反
す
る
も
大
體
に
於
て
其
政
綱
は
革
命
社
#
黨
の
主 

張
を
_
和
し
.た
る
も
の
な
办
0
此
黨
派
は
ア
ン
テ
ル
ナ 

シ
ョ
ナ
1
ルVJ

は

無

關

係

.に
し
て
階
級
間
の
協
和
を
唱 

へ
特
^
人
の
箇
性
を
尊
重
す
。
日
..く

n我
黨
の
®
高
.目

、

的
は
谷
人
に
完
全
且
つ
自
由
な
る
生
活
の
可
能
を
保
._

し
叉
各
人
に
協
調
的
發
雄
の
可
能
を
確
保
す
る
R
在 

り」

‘ど
。
或
階
級
の
專
橫
代
反
對
し
社
會
の
幸
爾
を
實 

現
す
る
爲
め
I
は『

全
人
民
，の
'力

$
意

思

」

に

待
<>
可
き 

を
信
せ
^V 。

黨
員
多
か
ら
-ず
。
主W

し
て
智
_

階
級
の
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人
ょ
ぅ
成
る
も
其
勢
カ
'は
.民
衆
間
に
薄
弱
な
り
？- 

B
6
G
h
l
o
n
o
f

及

びMiakctine ;

の
雨
人
こ
れ
を
率
ゐ

®
名
な
る
著
述
家
に
し
^
雜
绅I R

&
s
s
a

 Zapisld (

露 

文)

の

記

'者

^

る̂
0
3
1
^
:
0

は
其
，有
カ
な
る
黨
氧 

rs
-

t

日
刊
：Na

3
d
n
6
6

 SIOVO .(

民
の
聲)

を

◊へ
ト
ロ 

グ
ラ 
I 

k
v
a
>
9
-^arodny s

o
&
{
s
t
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民
衆
.社
貪
®'
' 

: 

を
费
斯
科
ょ
办
發
行
す
:0
. 

' |

.

• 

. 

. 

- 
l

i

l

l

i

L

I
i/s 、

.
Ir
Tt
f
c會

黛

(pard 

Socialiste-revalution- 

aalre j

,
•—
*
八
九
九
年
の
創
立
に
し
て
舊
：Zemlia i volia

黨 

( ：

土
地
ど
自
由)

ビ

Narodim

一

a V
o
l
i
a

派(

民
意)

の
大 

部
分
を
糾
合
せ
办
0
..
.
.
.
1
九

1:

四
年
ま
で
は
.Bureau 

Z
 

socialiste intemationai

に
代
表
溝
を
派
遺
し
た
i
o 

j 

'「

廣
本
家
の
財
產
を
沒
收
し
社
會
主
■
の
*
礎
に
基
づ 

,ぎ
生
產
ビ
全
社
會
秧
序
の
改
造」

.を
期
し
又
民
主
的
共 

和
政
治
0
下

に「

各
郡
藤
.町
特
に
最
大
の
自
治
を
與
へ 

露
國
內
の
各
民
族
^
全
然
自
決
權
を
承
認
b
其
の
民
族
.

. 

間
^
最
廣
義
の
聯
邦
主
義
を
實
行
す
可
？

ど」

：を
：望 

め
卜
。
革
命
社
會
黨
は
本
來
露
國
特
性
の
政
黨
に
し
て
、
 

或
®
の
問
題
に
就
で
は
國
際
社
會
主
義
の
政
綱
を
採
用
.\ 

す
ミ
雖
V
自
ら
金
然
猢
特
0-
'
主
張
を
有
す
。
.日
く「

人 

間
の
社
會
的
進
步
は
社
會
的
協
調
建
1

爭
鬪
及
び
人 

の
齒
性
0
 |

般
的
並
に
調
和
的
發
達
の
带
闘
に於

..

て
之 

を
認
む
可
し
。
本
黨
は
犁
に
階
級
問
の
非
镝
人
的
の
反 

第
t
®.
怨

‘(

因
广
九)

雜

，錄

鶴
阀
晚
腐
#
過
激

抗

の
*'
«:
.&
ず

窠

に

眞

理

と

茈

義

の

自

覺

的

戰

士

の

參
 

加

を

期

す。
' 凡

て

社
,#
的

進

步

に

缺

ぐ

可

か

ら

ざ

る

喪
 

仲
は
人
口
の
增
加
と
人
民
の
欲
望
の
增
避
に
應
じ
て
自 

然
方
に
對
す
る
人
間
の
支
配
力
の
堦
大
に
外
な
ら
中
し 

舊
帝
政
時
代
の
’顯
要
ば
る
入
物(

例
へ
ば
®
山
ニ 

世
、Fiehve, 

Stolypine

等
の
如
ぎ)

を
暗
殺
し
、た
る
タ 

r 
ロ
タ
ズ
ム
は
實
に
此
の
黨
派
の
特
殊
な
る
大
信
念
.な 

る
が
革
命
を
企
圖
.す

る

社

會

民

主

霧

s
o
f 

. 

d6mocrate) 

€
li
常
に
激
烈
^

.I
n
:爭
せ
り
。
此
革
命

社
會
黨
^
三

派

あ

办

.。

a
.、
右
派
革
命
社
會
黨(Les 

socialistes-revolu- 

tionnâ
res .de drone}

其
首
®
ど
し
'てArlb.unof, sa

.̂n
k
o
f

等
を
戴
き
主 

た
る
機
關
ビ
し
てV

O
H
a

 naroda 

(

民
意)

を
有
す
。
 

肓
名
な
：る

「

軍

命

藥 

ん
.
,

Mlilef.. 

Breo'hkolBrechko- 

v̂'
a
i
a
'
:

は

賛

に

麻

派̂
旖
^

。Kerensky 

r 梟
味
0
勞 

働
黨
，CT

r
o
u
d
o
v
i
k
o

も
亦
此
派
に
結
べ
り
。
戰
時
中 

M 

蜜

魏

二
七
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IflII|
II

い

露
國
缺
f

.過
溆
派

第

三

號

n

A

こ
の
派
の
唱
へ
た
る
生
耍
綱
餅
は
對
外
政
策
S
し
て
^
 

聯
合
侧
の
戰
勝
を
吿
ぐ
る
ま
で
露
®'
'
參
戦
0 '
繼
鑛
、
普 

#
西
®
國
主
義
の
破
壤
、
永
久
の
民
主
的
平
和
を
主
張 

し
對
內
政
策
e
し
て
は
左
派
有
產
階
級
諸
籐
ビ
協
刹
行 

動
を
沏
し
憲
法
議
會
は
此
派
の
主
要
な
る
目
神
^
す
る
，
 

所
な
ト
。 

：：
'
:
.

,b
' 
中
央
革
命
社
^
黨

(

£
 ̂socialistes 

revolu 
丨
 

tlonnalres du 

c
e
n
t
r
e
)

.

,
Tchernof, Gotz, Sensinof, 

Soukhomline 

等
こ
の 

派
0
主
要
な
る
人
物
に
し
て
&
刊

S
610 naroda 

(

民 

の
主
張)

は
其
機
關
な
9
。
其
頭
數
に
'於
て
最
も
有
力 

な
る
も
對
外
開
題
に
就
て
內
部
分
裂
せ
\
:
其
尹
に
て 

T
c
h
e
r
g
f

を
首
領
ど
す
る
多
擻
派
は
戰
時
中
そ
の
政 

綱
^
し
て
一
般
講
和
の
即
時
實
行
を
注
張
し
た
る
も
前 

:

記「

露
國
革
命
第
了
年」

の
箸
者
：.：3
:̂
§「

の
乘
す
る
：
 

‘如
く 

n此
自
的
を
達
す
る
'爲
め
に
附
ゆ
可
き
手
段
に
就

s

l

g

fを
領
釉
ミ
す
る
少
數
派
U
明
白
に
謹
國
論
奴 

唱
へ
た
然
る
に
對
內
政
斯
に
關
し
て
は
屮
央
孽
命 

社
會
黨
は
能
ぐ
1
.致
11
!
結
(;
憲

法

議

倉

を

即

時

召

集

す
 

る
乙
^
及

び

同

議

會̂
て

政

府

を

選

任

す

る

こ

ビ

を

、
王 

.
張
し
た
b
。

一
九一.

七
年
末
の
選
擧
k
於
て
此
派
は
絕 

對
多
數
を
制
し
有
產
階
級
派
及
び
過
激
派
と
の
提
携

 ̂

.拒
絕
し
允
&
き
。

.
0 

.
、
左
派
革
命
祉
#
霉

(Les 

sodaKstes-revoIU- 

tioBai res de gauche V;

'
此
派
の
重
な
る
黨
員
だK

a
l
o
f
;

 

Mstislavski, 

Natanso

J 3Marie spiridonov

vpste

s-berp-

菸
ち
り
o 

其
主
た
る
機
關
紙
をZnamia trouda 

(

勞
動
旗)

s
ミ 

ふ
。
過
激
派
に
最
も
近
く
現
に1

九
.
一
七
年
十
一
月
の 

.

騷
動
に
は
.同
0
€
提
携
し
其
後
數
箇
月
間
T 

Vれ
を
繼
續

し
た
り
し
に
フ
レ
ス
ト
、
タ
ト
ク
ス
ク
«
約
及
‘び
獨
逸

に
對
ず
る
ン
グ
冲.H

ッ
ト
政
府
の
態
度
に
關
し
不
和
を

て
は
何
等
云
ふ
所
な
か
カ
き

」

。
之
に
對
しGdtz 

€

生
t

l

iを
.絕
ち
た
A
。
土
版
w
s
f
e就
て
も
此
娘
は

過
激
派
ょ
り
も
右
派
革
命
社
會
黨
ミ
其
主
張
を
同
ふ
せ 

り
。
其
過
激
派
と
の
提
携
に
侬
&
此
派
は
最
初 

.

政
府
に
.於

V

農
務
卿
そ
の
他
總
て
開
員
の
七
席
を
獲

 ̂

り
し
も
約
六
®
月
に
し
て
分
離
し
た
•̂

。
'其
間
^
實
行
ニ 

.
せ

ら

れ

れ

る

重

な

る

政

策

は

秘

密

條

.»
の
公
表
、
.國
債
一 

::
:
の
破
棄
、
'
土

地

國

有

令

の

發

布

ク

銀

行

の

國

有

、

政
敎 

■:
の
分
離
、
勞
働
者
の
生
，產
管
理
、"
及

略

戰

爭

參

加 

の
拒
絕
等
に
し
て
其
遂
忙
遞
激
派
-̂
亂
つ

R

至
b
し

は

.

j

 

:
ブ
レ
ス
ト
、
タ
ト
ク
ス
ク
對
獨
講
和
條
約
の
'問
題
に
因 

る
.も
の
な
.办
。
- 

一' 

6
W 

社
會
民
主
黨
ベparti social d6mocrate) 

' 

j

l

八
九
A
年
の
創
立
：翁

九

〇
五
年
第
二
囘
黨
：

.

會
に
於
て
其
政
綱
を
決
レ
た
b
。
其
最
も
古
顔
の
黛
員
へ| 

こ
、P16kha8f, 

Deutsch, 

vn»
s
r
a 

sassoulitclv 
A
xa.
3
d 

等
t

o
是
れ
露
國
の
マ
ー
ク
ス
黨
に
し
てBureau 

s

o'daliste 

international

fc
代
表
潘
を
盖
遺
せ 

b
。
此 

r

黛
に
，も
亦
现
に
三
派
必
ぅ
。

第
'十
四

铉(

.四U
1
)

ハ
離
，-

錄
.
.&

政
激
ミ
過
柳

H

D
 (

統
一
派)

一
A'
l
八
.年
芬

蘭

に

て

死

し

た

る
plekhanof 

M

れ 

を
* :

ゐ̂
h

y

き

。
黨
名̂

同
名
の
日
刊
新
聞
を
發
行
す 

此
派
の
對
外
政
策
は
國
防
の
■必
要
、
聯
合
國
侧
S
協
同 

し
で
獨
逸
軍
國
主
義
を
«
滅
す
る
咬
で
戦
爭
の
.繼
續
、
 

民
主
的
平
和
等
を
唱
へ
對
內
政
策
と
し
て
は
有
產
階
級 

諸
霉
と
の
協
調
、
憲
法
難
會
の
召
集
、
豸
カ
な
る
双
府 

の

樹

立

等

を

企

圖

し

た

り

.°
明

に

過

激

派

亿

反

對

す

る
 

を
以
て
同
派
の
爲
办
に
激
烈
^
攻
鑛
せ
ら
る
。，
黨
員
必 

ず

し

も

多

か

ら

ず

。
現
に
：
一
九
ー
‘
七

年

末

の

憲

法

顧

會 

に

は『

人
の
代
表
者
を
.も
有
せ
ざ 

b

、Les Menchlv

g:(

少
數
派)

此
派
S
1
1園
體
に
小
分
せ
ら
る
。

一
、
前

記Edinstvo

派
に
近
く Potressof

の
率
ゆ

る
所
に
し
て
機
關B

e
n
(

H-)

を
有
す
、
戰
勝
的
平
和
に 

.就
て

3
を
ぱ
目
。£,

a

r
强
硕
な
ら
ず
。

'
• 
ニ
、T

c
h
k
e
i
d
z
e

及
びTs6r6teli

の
派
に
し
て
茶
命 

辰 

‘ 

笫
111

號

、
ニ
九



パ
 — 

V 〜
%
*
,
*
-
_
'
、

 

, 

* 

% 

,
< 

: 

:
: 

r 

」

：
A

IV

，
 

* ぺ
い：
,
ノ 

\ ノ '

，

/~,s 
,少
、
，
へ

' 

•

パ
..

>
*
' ミ 

, 

,
i
.
f 

;

へ-

、
\ rr -：―

i

,'
'
.
:
.
’
v

'

;
.

'

ハ
.

:
:
.
:

-'
ぺ

パ
.
;'
.

H

,

;

-

V

'

V

3

:

:

■
ノ

:'
;

l-
&

l-
r
l-
-
'
.
,;,
: y
.
-;
-
.
.
,
;-
.

-s
.
.
_
«v
,;-
v
./-
:
.
-
d
:
v
'
'
;

.-
?

.

s パ

.
s

 

:
:-
=
;
:
:'
J

y

,ろ

爭

ぃ

泛.

€4

>
:
.
.
瓦
 

'ベ
.：
：
ず
.：
；S

:;
v

,

v1

>

>

:

n

^
';
%

，パ

第
十ST

卷

C

四
i
5 )

雜

錄

.歡
國
政
a
と
適
議

の

'®
初
^
は
.寧

ろ

Jnternatiosliste

な
り
し
も
爱
、 

至
6
前
派
に
.接
近
す
各
に
至
ダ
た
ぅ
。

：

.
一̂
 一

&
&
&
e
v
i
k
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Jntemati

o.'
n
a
l
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(

勞
働
新
聞)

を
有
す
。
久
し
く
週
歡
民 

に
反
^
し
つ
 

> 
あ
か
レ
が
其
偶:̂J

^
n
i
n
e

ミ
接
^
す
る 

こ
ど
あ
る
は
反
動
派
に
抗
ず
る
爲
め
に
外
な
ら
ず
。

此

 

.
故
に
彼
等
は一

，

方
に
有
產
階
«

派^

反

.抗

す

る

と

同

時
.
 

に
猶
カ
の
ン
グ
牛
ェ
ッ
ト
に
移
る
に
も
反
對
し
つ

>*>
.

ト
。
斯
ぐ
し
て
此
派
は
懑
法
雜
會
の
&
集
を
虫
張
す
ム 

?>
:
の
な
ぅ
。
.

.
c、Les* B

O
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gtvild 
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多
數
3

 

: 

日
本
に
て
過
激
派
ど
稱
せ
ら
る
、
も
の
.即
ち
是
れ
な
し 

p 

L
s'
i
n
e
,

 

Tst:ZId, 

zin© vief) 

Lounatcharslcv. 

K

a

l

A

R
i
d
e
k

を
興
領
釉
と
し
機
關
新
聞

p
r
l
a

 

(

眞
理)

，Izviestila 

(

新
S

を
有
す
。
前
激
は
稍i
國 

两
曝
る
所̂

發
行
せ
&
れ

，後

卷«-
:
實

に

ジ

グ

年

エ

ツ

ト

；

證

號

.一
二
Q

政
府
の
機
關
紀
し
て
宣
傅
報
道
の
記
_
と
共
に
政
府
.の
+ 

法
令
布
吿
を
黻
す
0
即

時

證

i

界
的
革
S

 
ニ
事 

は
*
寒
の
.對
外
政
鋼
の
-
大
婴
目
に
し
て
枚
に
對
し
て 

«
無
產
階
殺
の
獨
雜
、
憲
法
議
會
の
解
散
、
ジ
グ
，
み 

|

ッ

ト

の

專

斷

を

主

：張

す

。
"
*

派

の

中

に

も

亦

分

派

な

き
 

I
.

に
非
す
。
即
ち
常
^
人
：民
#
^
會
ゆ
行
動
を
極
踹
な
る 

一
峻
嚴
を
以
て
霧
す
る
，左
派
過
激
派
是
れ
な
り
。
W
Oデ 

一
 

k
h
a
n
n
e
,

 Radek, 

I\ime KOH§
ta 〗

の
如 
§
特
に
育
名 

j

t

T其
特
有
の
祿
關
S
し
で
發
行
す
るn

ommunlste 

紙
上
^
は
苟
も
ォ
ッ
ポ
ル
マ
ユ
ニ
ズ
ム
の
疑
ぁ
る
當
局 

者
の
言
動
に
對
し
て
は
假
借
な
ぐ

之
を
論
難
す
る

記

事

 

を
以
て
滿
鉞
せ
k

。

''.
:

斯
の
如
く
今
日
の
露
國
を
支
配
す
る
所
謂a
激
派 

9

0

f

£

は
趾
會
民
主
黨
中
の一

派
に
し
て
其
の
.
 

BOICh6vikr
はM

e
n
c
s
v
i
k
i

に
■
立
す
る
名
稱
な
ゑ
。

然
ら
ぱ
其
各
稱
の
由
來
は
如
何
ヒ
云
ふ
にI

九
一
.九
幹 

1
1五
0;
ヽ
セ
0
«
1
1
.
紙

0 :
骷
者

^
向

ひL
v
o
f

公
の

A
S
B
?
s
a
R
.
k
4
a.Byty;l^pwd^pE^,Hi,yo;m:gae,aK^j;;^l!

ノ.
一‘1

語
ら
た
る
所
に
據
れ
ば「

B
o.
l
c
h'*
s
:
i
k
ば
多
歡<plurali5 

を
意
味
す
。
優

越(
p
r
^
n
i
m
n
c
e
)

を
意
味
す
•る
に
非 

ざ
る
な
り
。
此
語
は
萬
國
社
會
黧
の.Ki

s
t
h
a
l

又
は 

Z
i
m
m
e
r
v
a
l
d

會
議
に
起
り
た
る
も
の
に
し

V

會
m
に 

'

の
思
想
は
ニ
禀
の
多
數
を
占
劝
た
り
。 

此
多
数
％ 

B01ch6vikil 

V
、

呼
：び
^
る
よ
b
即
ち
此
名
.
 

稱
一
般
に
行
は
る
、
に
至
り
た
る
も
の̂
り
ミ」

。
蓋
し 

此
語
の
語
原
は
cro

i
c
h

に
し
て
形
容
詞
穴
てbolchol 

郎
ち「

*」
(

cf
a

l)

を
«
味
し
副
詞
に
て
.bolchi，

即

.ち

.
' 

r

よ
.

o> 
大」

(plus 

g
r
a
n
d
)

又

は

「

よ
b

多
く」

|
' 

<

(davantage)

を
意
味
し
名
詞
に
.て
.

boichinstvo

即
ち
一 

/「

優
越」

(

p
h
8̂
5*
s.
。̂

又
は「

多
.数」

(majorit6 )

を 

意
味
す
。
然

る

にi
L

i

の
說
く
所
に
據
れ
は 

BoIcMvisme 

及
.び 

Mench6visme 

の
語
は I 
九
〇 

、
五
年
の
邀
命
に
.溯
る
も
.の
な
办
と
云
へ
b
:
。
.
即

ち

彼

は
 

其
^
!文
*'K

d
e
g

 

und 

‘Revolution 
,中
に
左
の
如
く

.
一
九
〇
五
年
の
有
產
民
^
革
命

f

き
從
來
社
會
民 

主
々
義
の
內
に
存
せ
し一

一
傾
向
.の
間
に
新
#
_
を
生 

じ
た
^

"
是
れ
其
內
部：

の
軋
_

の
直
接
に
延
長
せ
ら 

れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。

即

ち

在

來

のE
c
o
n
o
-

 
m
i
s
m
e

はm
e
n
c
h
6
v
i
s
m
e

に
變
し
舊Iskra

紙(

火
花) 

の
革
命
戰
略
忙
對
す
る
隱
忍
はb

o
l
c
h
6
v
i
s
m
e

を
生 

じ
た
6
。

ー
九
0
五
年
ょ
り
七
年
^
:
至
る
不
安
な
る 

期

間

にM

'on
c
M
Y
i
s
m
e
.

は
臨
機
應
變
主
義
を
摩
ミ 

し
自
曲
主
義
の
有
産
階
級
に
侬
て
支
持
せ
ら
れ
勞
働 

運
動
に
翁
し
て
e'
ri
l
、3£
sl
_

i
つ
有
裔
階
級
的
進
路 

を
與
へ
た
り
。
即

ち

M
e
n
c
l
i
6
v
l
s
m
e

の

©

_

«

勞
 

» ,
-運
動
S
自
由
主
#V

を
調
和
せ
ん
ビ
す
る
に
在
り 

し
が
之
に
像
し
w
。
^
ぼ
.̂
5
i
.は
社
會
民
生
々
*
的
' 

勞
働
階
級
の
任
務
を
以
で
卧
曲
主
義
の
因
循
と
不
信 

に
反
抗
し
て
革
命
®
^
於
て
農
玲
階
級
の
民
主
的
分 

子
を
談
導
す
る
に
在
$
と
爲
し
れ
ゎ
。
’而
し
て1

九 

〇
五
年
の
革
命
中
？
勞

働

の

衆

圓

はMench6viki’

,

(
- 

,

第
ー
1
1號

r

r :

J'
R
W
M
i
^
-
s
w
-
'
v
r
a
i
s

'J
f.
-
r
; 

瓦K
^
'
f-
v"、

/
 

V 

丨

^

客
'
-
^
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- 
r
i
.
:
:
-
;

雜
.
:
錄

自
身
の
館
度
承
認
ず
る
如
ぐ
總
て
の
大
運
動
に

於

て

 

Bolc
s:v

3
k
i

ど
其
行
動
を
同
ふ
し
た
6
き
。

一
九
つ

五
年
の
箪
命
は
露
國
に
於
て
社
會
民
主
+
蕤
の
執
拗 

な
る
箪
命
戦
略
を
實
驗
し
之
を
黧
固
に
し
之
を
完
成 

し

且

つ

之

を

'最

も

强

力

な

る

武

器

e
爲
し
た
る
も
の 

^
り」

tdo
l
c
s
s
m
e

な
る
語
が
m

f
 

rit6

の
意
を
表
示
す 

る
も
の
f

ビ
5

S

時
S

畫

菅

於

て

i
,
 

><
•

【

3

1
の
意
を
意
味
す
る
も
の
な
ヶ
。BOIC

s:viki

尤 

極
端
過
激
の
主
_
を
肩
ふ
る
R
反
しMench6viki

は
比 

較
的
温
和
Q

_
を
懷
抱
..す

。
之
を
以
て
世
間
往
 々

B
o
k
h
e
v
i
s
m
a

ど
同
意
味
にM

^
d
m
a
K
s
m
e

な
る
^
を

用
ゆ
る
も
の
あ
ぅ
と
雖
も
此
浞
用
は
偶
-
革
命
社
會
黨
一 

(SOCIahstes Revolutiomaires)

を
怒
ら
し
む
る
の
恐
.

れ
あ
ち
;°如
何
ど
な
れ
ば
^
民

目

^
學
は
露
國
革
今 

社
會
主
_
中
の
過
激
派
.
R
外
な
£
ば
れ
ば
な
：
^
0 

(

革
.
 

询

社

會

黨

中

の

此

！

派

は

：
一
九
，〇
六
年
本
黨
と
分
離
し ■

•
 

. ~
->|
、
.：
’
.
.
. 

一.：
.
。
-
.
:
. 

- 

_
.
-

第
1

】

1舉

.11

三
. 

た
り)

'<
0或
點
妃
於
て
此〗

派
《

2
0
1
<
:
?
|

に
H
す 

る
所
な
&
に
非
ず
艺
雖
も
他
に
全
く
反
す
る
も
の
あ 

hy 

现 

t 今
日 

f ほ
.，

gaximalistes 

ビ
^
*d
r
る
.、
も Cv 

fsr#

9
會
魚
の
黨
貫
中
に
少
な
が
ら
ず
Jレ
雖
も
彼
0
:̂ 

B01C

ぼvisme 

:に
對
し
て
全
然
反
抗
す
る
も
の
な
6
0 

>
、
無
政
府
黨(Les Anar&ist^s) 

...

此
黨
派
は
過
激
派
共
和
政
府
の
起
る
や
頗
る
活
廳
し 

た
6
。

彼

等

は

乂

グ

冲

土

'
ッ

ト

の

權

カ

を

以

て

半

育

產
 

階
級
性
ど
爲
し
資
本
家
^
®
協
し
た
る
も
の
と
の
疑
ひ

を
懷
け
り
o
柰

；

|

透

國

_

謹

す

る
も
の
な
る 

が
故
k
讓

麗

畜

i

屋

s

f

M
す
る
こ

と
有
產
階
級
的
_
家
に
對
す
る
ヒ
又
同
じ

S

m
HnhĤ
V

ノ
 

•
英

國

右

炭

業

委

馨

，

-

.

へ
.

:

報

吿

の

機

要

；

下

)

：

'

.

■

.

.

堀

::
:

江

：

'

歸

；

-

;

(

.ニ)

ス
マ
ィ
リ
ー
氏
等
の
報
吿(

S
 

勞
働
時
間
ー
紐
縮
に
關
す
る
坑
夫
の
駆
求
は 
一

0

S

 

間
^

働
ふ
が
如
き
檫
語
の
爲
め
に
、

)

或
る
誤
解
を 

招
き
た
る
が
如
し
と
雜
'も
、
尙
ぼf

般
の
.同
情
を
»
し 

つ
ゝ
ぁ
る
こ
^
を
疑
は
ず
？

:^
n
!英
國
の
坑
夫
は
必
中
.. 

し
も
法
律
に
侬
て
八
時
間
勞
働
の
保
障
を
得
た
る
も
の
. 

乙
ず
可
か
ら
す
。
蓋
し
千
九
百
八
年
の
法
律
は
#
.
期
終 

了
の
間
際
に
臨
ん
で
、
上
院
に
於
て
修
正
.せ
ら
れ
、
同 

院
.は
，八
睁
間
を
以
て
、
各
班
の
坑
夫
中
、
最
後
のr

人 

が
地
餍
に
降
る
爲
め
祀
具
降
機
龜
に
入
れ
る
時
ょ
办
" 

地
»
に
©

る
坑
夫
0.
:
鐵
ニ
人
♦か
地
表
上
に
達
し
.た
な
時 

ま
で
^
し
た
る
が
故
に
、
坑
夬
が
坑
內
に
©.
り
、
種
 々

の
^
險
.に

齋

ひ

っ

、
勞

働

_せ

る
11
$
%
間

は

八

時

間

に

非

ず

しV

、
.却
つ
、
て
，八

時

間

半

乃

至

十

時

間

半

の

長

き

に

厨

' 

る
も
の
と
ず
可
し
。
今
坑
夫
は
法
#
に
八
時
間
S
あ
る 

を
修
正
し
て
六
時
間̂

し
れ
.
一一
割
五
分
の
短
縮
を
實
現
、
 

す
る
ミ
共
に
所
得
办
低
落
を
防
ぐ
^
足
る
の
程
度
に
於 

て
、
賃
銀
率
の
上
進
を
期
圖
せ
ん
と
す
。
斯
の
如
く
す 

れ
ば
卞
坑
夫
の
坑
內
に
®
る
時
間
が
八f

.

間
以
上
に
上 

る
が
如
絕
無

と

爲

知

、
年
均
七
時
間
內
外
ミ
爲
リ
" 

地

表

上

^

於

け

る

勞

働
者
の
勞
働
時
間
亦
之
れ
に
伴
つ 

て

プ

減

縮

せ

ら

る

、

に

'至
る

对

し

。
、
 

;命
ゃ
吾
人
は
各
種
の
：產
*
を
通
：じ

て

、
勞
働
時
間
の 

減
少
す
る
，事
實
に
換
し
"つ
、
あ
&
。
機
械
工
業# 

船
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